
審査基準

評価点 係数

1 教材の全体設計
「情報Ⅰ」を学ぶ生徒の側，指導する側の双方か
ら見た学びの環境が確保できる内容となっている
か。（仕様書を十分に理解しているか）

5 2 10

2 授業設計の自由度
学校や生徒の実情に対応できるよう教材の構成に
工夫がなされているか。 5 1 5

3 観点別評価への対応
学習評価について，観点別評価を考慮して開発さ
れているか。 5 1 5

4 教材の内容
最新の情報技術の体験を含め，生徒の習熟度に対
応できる実習コンテンツを含んでいるか。 5 2 10

5 教材のインターフェース
教材の操作性や生徒の興味・関心が高まる工夫は
なされているか。 5 2 10

6 授業外での活用
教科横断的な学習の場面での活用が提案されてい
るか。 5 1 5

7 大学入学共通テストへの対応
大学入学共通テストに備えたものとなっている
か。 5 1 5

8 授業コンテンツ
専門外教員でも扱いやすく、一定水準の授業がで
きるものであるか。 5 2 10

9 研修・ヘルプデスク
研修や電話、メールによるサポート、各種マニュ
アル作成等のサポート体制は十分にとられている
か。

5 2 10

10 情報セキュリティ セキュリティ対策が十分に考慮されているか。 5 1 5

11 効果検証
Web教材・教員研修の有効性に関する調査に実効性
があるか。 5 2 10

12 業務遂行能力
本業務に関する知見・ノウハウを有し業務遂行能
力があるか。（過去の実績・業務実施体制等） 5 1 5

13 提案価格
計算式：配点×（１－見積額／予算上限額）
※少数第２位を切り捨て 5 1 5

14 その他
参加事業者の創意工夫による有益な追加提案があ
る場合、その評価。 5 1 5

合計 100

評価点（５点満点）は次を目安に評価する。(委託先として望ましい水準は３点以上）
・非常に優れている／非常に期待できる　　　５点
・優れている／期待できる　　　　　　　　　４点
・委託先として望ましい水準　　　　　　　　３点
・やや劣る／あまり期待できない　　　　　　２点
・要求水準を明らかに満たしていない　　　　１点

２．Web教材の機能

１．Web教材を活用した「情報Ⅰ」の授業設計

３．サポート体制

４．管理体制

５．提供価格・その他
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